
  

 

２０年近く、ロングセラーを続けてきた、 

清水の人気商品「小倉ロール」。 

いくら、よく売れている商品だからと言って、 

いつまでも同じ味だと、 

進歩がなくて、お客さんに飽きられてしまいます。 

でも、正直言って、看板商品の味を変えるのは、 

とっても勇気がいる事です。 

職人は、おいしくなったと思って改良しても、 

変わらない味を望まれるお客さんも、 

たくさんいらっしゃるはずです。 

そんなことを思いながら、何年も現状維持が続きました。 

 

 

「栗まんじゅうなんか、法事の時か、誰かにもらった時しか食べた事ないわ」  

という方が大勢いらっしゃいます。 

でも、それでは、もったいない。 

スティック状で食べやすく焼いた「栗まんじゅう」は、 

日常のおやつにこそピッタリなんです。 

箱に入っていて、日持ちも２週間するので、 

小腹が空いた時用に、常備しておくべきお菓子です。 

そんな栗まんじゅうの存在をもっとアピールするために 

お店に「栗まんタワー」を建設いたしました。 

すぐに壊れるので、お店に出ていない時もありますが、 

ご来店の折には、このタワーを見て、栗まんじゅうを思い出してくださいね。 

 

しかし、発売した２０年前と比べると、 

清水の職人の技術も上がり、 

より良い原料も手に入るようになってきました。 

そこで、新鮮な産み立て卵の卵黄をたっぷりと使い、 

従来よりも、手間のかかる製法に切り替えて、 

まったく新しい「小倉ロール」を誕生させました。 

発売以来、今までよりも、さらにご好評をいただいています。 

まだ、お召し上がりになっていない方は、 

ぜひ一度、新しくなった「小倉ロール」をお味見してくださいね。 
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９月から清水に入店した則兼が、ピカピカの新車の前でニヤケて記念撮影。 

則兼ったら、初任給をもらう前に、新車を買ってしまいました。 

軽自動車や、単車で通う先輩もいるのに、新人なのに、普通車を買った則兼。 

大物なのか、ただの無計画野郎なのか判断はつきませんが、 

買った新車のローンを払うためにも、 

早く一人前になって活躍してもらいたいものです。 

大物の則兼なら、きっと仕事でも大物ぶりを発揮してくれると信じたいですね。 

 

 

 

 ８月、９月と、地元の中学生が、清水に職場体験に来てくれました。 

 世の中の見聞を広げるために、 職場に来てくれているのに、 

 清水のスタッフったら、目いっぱい中学生をコキ使います。 

 こりゃ、体験というよりも、立派な労働ですね。 

 そんな鬼のようなスタッフばかりなのに、 

 素直に言うことを聞いて、きびきびと仕事に励む中学生。 

 挨拶もしっかりしてくれるし、本当に礼儀正しくて感心しました。 

 少子化で、このままでは日本は活気がなくなるんじゃないかと、 

 将来の事を、心配していたのですが、 

 こんなしっかりした中学生がいる事を知って、 

 大いに安心させてもらいました。 

 毎年、中学生に教えるよりも、 

 中学生から学ぶ事の方が多い清水のスタッフ。 

 来年までには、もう少し成長しておこうと、心に誓いました。 

 

 

 

 秋といえば、イモ！  

 誰が何と言おうが、秋といえば、イモなのよ、イモっ！ 

 それも、焼いたイモ、焼き芋が一番なのよ！  

というイモ好きの方、お待たせしました。 

この秋も、おいしい鳴門金時を使ったお菓子を、いろいろご用意していますよ。 

もちろん、ただの焼き芋を食べるよりもおいしくするために、 

北海道産のフレッシュバターや、生クリームをぜいたくに使って、 

 

 

スイートポテトを焼いたり、ロールケーキに仕立てたり、 

ホックリとした味のババロアをお作りしています。 

清水には、毎日焼き芋を食べている、大のイモ好きがいるのですが、 

どのお菓子も、そんなイモ好きが認めたおいしさです。 

栗や、柿や、梨なんかよりも、絶対にイモのみなさん。 

この秋には、思う存分、焼き芋のお菓子を食べて、 

来たるべき、寒い冬に備えておきましょうね。 

何の根拠もないのですが、 

イモの好きな人に、悪い人はいないと思います。 

我慢なんかしないで、ガッツリとお召し上がりくださいね。 

 焼き芋のおいしい季節がやってきました。 

 中学生、ありがとう！ 

 仕事も一人前になってね。 



 

 

 

３年間、販売スタッフとして働いて、みなさんの接客をさせていただいたスタッフの増田。 

このたび、転職がしたいと言い出して、別の会社の面接を受ける事にしました。 

クリスマス、正月などの繁忙期を迎える今の時期に、 

転職を申し出てくるというのは、かなり自分勝手な行為なのですが、 

清水よりも給料の下がる別の会社で働いてみたいという増田の要望なので、 

それほどやりたいことがあるのなら、 

本人の意思を尊重して、転職を認める事にしました。 

この原稿を書いている時点では、まだ面接を受けていないのですが、 

もし面接で落とされたら、引き続き、清水で働きたいなどと申しております。 

１２月に入っても、お店で増田を見かけたら、 

「ああ、面接で落とされたんだな」と思って、笑ってやってくださいね。 

 

食べ物が、一番おいしく感じられる今の時期。 

ハロウィンにかこつけて、 

仲間や友達と集まって、 

お菓子を囲んで、 

ワイワイと楽しんでみませんか？ 

一度やってみると、 

ハロウィンパーティーの面白さが、 

病み付きになるかもしれませんね。 

 

 

 

西欧の習慣で、何が何だかわからないけど、 

日本中にすっかり広まったハロウィン。 

なんで日本人なのに、よその国の風習をマネするんだ、 

などと、おかたい事を言わずに、 

よその国の風習なんだから、 

勝手に好き勝手に楽しんだ方が得ですよね。 

というわけで、１０月の清水の店内は、 

かぼちゃのお化けや、魔女たちのお菓子がいっぱいです。 

  

 

お目当てのお菓子を買いに来て、 

そのお菓子が売り切れていたら、とてもガッカリしてしまいますね。 

そんな気持ちを、少しでも和らげていただくために、 

清水で一番お詫び顔の似合う笠原に、 

お詫びポップに登場してもらいました。 

大きな体を、小さく丸めて許しを請う笠原。けな気です。 

いくらお詫びしても、売り切れた商品はどうにもならないのですが、 

笠原の申し訳なさそうな顔を見れば、諦めていただけるようです。 

できるだけ、欠品させないようにお作りしますので、 

もし、売り切れた時には、笠原に免じて、お許しくださいね。 

 お詫びポップ 

 ハロウィンがやって来ました。 

 増田がいなくなるかも？ 



 

                   今月も、最後までお読みいただき、 

本当に、ありがとうございます。 

このお菓子屋だよりは、当店ポイントカード会員の方で、 

高ポイント獲得のお客さんにお送りさせていただいております。 

 

さて、秋といえば淋しいイメージもありますが、 

季節の和菓子は、一番華やぐ季節です。 

朱色に染まる「もみじ」、 よく熟した「甘柿」など、 

和菓子職人歴６０年以上の当店二代目店主が、 

一つ一つ心を込めて手作りしています。 

最近は、科学の進歩で、花や果物にも旬の時期がなくなってしまいました。 

季節感がなくなったと言われる若い方にこそ、和菓子を召し上がる機会を設けて、 

季節感を取り戻していただきたいですね。 

それでは、朝晩寒くなってきますが、 

体調をお崩しになりませんように。 

これからも、 

清水菓子舗をよろしくお願いいたします。 

清水菓子舗三代目店主 清水洋之 

 

クイズの答えは、同封した商品券の裏にお書きください。 

商品券を郵送しますので、住所氏名もお書きください。 

お買い物の際に、販売スタッフにお渡しいただければ、 

割り引きと同時に、プレゼントクイズにもご応募できます。 

締め切りは、１１月２０日。 

当選発表は、発送にかえさせていただきます。 

商品券は、クリスマスケーキのご予約にも使えて、 

本当にお得ですよ。どうぞ、お気軽にご応募くださいね。 

 
 
 今月も、抽選で２０名様に、 

 当店の商品券５００円をプレゼントいたします。 

 それでは今回は、高瀬町のお隣、三野町に関するクイズです。 

 下に、三野町にある建物の絵が６枚あります。 

 １～６の中に、三豊市・三野町支所（旧三野町役場）があります。 

それはどれでしょう？ 数字でお答えください。 

（ヒント・ ５は下高瀬郵便局なので、間違えないでくださいね。） 

 今月のプレゼントクイズです。 
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